
１ マスクを着用しましょう！

２ 手洗い、手指消毒を徹底しましょう！

３ 職員、利用者の健康観察を行いましょう！

４ ３密を避けて、人との距離や空間を保ちましょう！

５ 人の接触、移動は最低限にしましょう！

６ 共有設備は消毒しましょう！

７ 定期的な換気を行いましょう！

平時の業務量がどれだけあるか？を把握しておくことで、
有事の際に業務のスリム化が出来ます。
スタッフから陽性者が出たときなど業務を縮小せざるを
得ないときにシミュレーションが平時に行われていること
で落ち着いて行動が図れるために大切です。

施設や事業所内で実践されている感染対策
具体例集

～知恵や工夫の実例を写真とともに紹介～

他の施設の対策を
覗いてみよう！

＊手指衛生 ＊動線分離 ＊デイケアの利用方法
＊情報共有方法 ＊面会方法 ＊換気 ＊健康観察方法
＊食堂利用方法 ＊初動セット ＊防護具の選択



※手指消毒用アルコールボトルに
ナンバーリングして設置場所を管理
している。消費量チェックも行ってお
り評価基準としている。

※各出入口の扉付近にアルコール
ボトルを設置し、職員及び入居者や
デイ利用者などへ手指消毒の呼び
かけを実践し徹底している。

手指衛生

感染防止では
手指衛生が
とっても大事
だからしっかり
対策しょう！

手指衛生の選択は
①手洗い
②アルコール消毒です

手をケアも、とても大事
なので保湿クリーム
などを使えるといいね！



動線分離

＊各フロア別に職員の更衣室や休憩室を分離し
出勤後はフロア別で完結できるシステムを採用。

＊施設内の階段やエレベーターを使い分け動線
分離し交差しない工夫を実践。

＊感染委員会を1回/月開催、スタッフレベルの
意見交換会を実施し改善。

こちらの施設では入居者
や職員から陽性者が出た
場合に備えて、各エリア別
に職員の配置と動線分離
を行っているため、陽性発
生した当該フロア以外で
はサービス提供が継続
できるような工夫をしてい
る。凄い！

※休憩室,更衣室,食堂,喫煙所,
エレベーター,出入口,トイレなどを
可能な範囲で分離をします。

※施設内で陽性者が発生した場合は、
陽性者エリアと職員エリアと
分離することが必要です。

人の接触、移動は最低限にしましょう！
クラスターになったら職員
の動線分離が必要になる
んだよ。だから最初から
できる限り分けておくと
便利かも。。通所・入所など
で分離もあった方が
よりよいかも。。

現場の意見をくみ取り実践に活かすっていいね！



デイサービス運用方法の工夫
① 利用者は自宅で健康観察を行い施設が作成した健康観察表に記入。
② 利用前日に施設職員が利用者へ電話で健康観察状況を確認。
③ 利用当日、送迎車の乗車前に検温実施。
④ マスクの正しい着用をしていただき送迎者に乗車。
⑤ 施設内に入る前に再度検温を実施。
⑥ 施設内玄関フロアー(写真参照)の聞き取りブースにて施設職員による
聞き取り及び検温実施。

⑦ 全てクリアーであればデイサービス利用可能となる。
⑧ デイサービス利用後は検温実施し、マスクの正しい着用をしていただき
送迎車に乗車帰宅する。

⑨ 送迎時に利用した補助具は利用後消毒して保管。
【ポイント】
※少しでも健康観察で異常があれば利用できないシステムに
なっており、施設内に持ち込まない対策が整備されている。
※利用者間での接触があるレクレーション(麻雀など)は
ワクチン接種が必須項目としている。

3密を避けて、人との距離や空間を保ちましょう！

感染対策で業務が増えていましたが、シフト調整と業務の
整理を行い、いままでの人員でやりくりしている工夫が凄い！

デイケア利用方法



※感染対策の情報共有
のために手順をポスタリ
ングしており、変更され
たら常に修正して掲示し
ていました。

※このように何かあった
ときの情報共有方法を
決めておくことも大切で
す。

みんなが同じ方向に
進むことが大事だよね。
円滑にするために
互いに労う気持ち
があるといいね。。

※施設内の職員が、今、ど
こにフロアに発熱者がいる
か？どこで検査を行ってい
る人がいるか？、情報共有
のためエレベーター前など
にメッセージボードを使用
する工夫が見られた。

情報共有方法

事業所間の情報連携を図りましょう！

感染対策には沢山のルールがあります。
そのルールは状況によって変更されることもあります。
これまでの業務をこれまで通り行っていくとすると、支障がでると受け止め
る人もいると思います。発想を状況に応じて転換し、全員が共通のルール
を知り、正しく理解する。それが、ゆるぎない感染対策につながります。
ルールを「全員が正しく知るための情報共有の方法」、「全員が理解する
ための講習会」などを行えるといいですね。。



面会の考え方
１ 面会者と入居者が空間的に分離できる。
２ 十分な換気を行う。
３ 面会者が触れた箇所の清掃を行う。
４ 面会者の健康状態や流行地域に行って
ないかの確認が取れる。

５ 札幌市の流行状況を把握した上で、
直接対面の面会中止を検討できる。

６ 施設の実情を踏まえた上で面会ルールを
取り決め、遵守できる。

家族に対して施設の感染
対策について理解と協力
を求めていくことがとても
必要になるんだよ。
面会の考え方もしっかり
お伝えしていこう。。

面会方法

対面の面会を安全に行うための工夫！

※来訪者は玄関
風除室側の椅子
に座り、入居者は
玄関ホール側に
座りガラス越しに
面会を行っている。

※会話は対面の
ドアを少し開けて
対応。



換気

換気についての工夫！

健康観察方法の工夫

※施設内にウイルスを持ち込まれないようにするための聞き取り方法
健康観察シートの活用
健康観察シートは利用者と家族それぞれにあり、
①体温が37.0℃以上②解熱剤を服用の有無など
シート内の症状に一つでも該当する場合は
デイサービスの利用は控えていただくことになっている

デイサービス利用時の健康観察シート

※洗面所など、換気が
不十分だと思われる箇所にCO2
モニターを設置し計測している。

※職員や入居者が密にならない
ようCO2モニターでモニタリング
し注意している。

換気の程度を見える化

１時間に１～２回程度、１回５～１０分程は換気をしましょう！

健康観察は記録と
管理がとても大事。
いつもと違う症状が
あるときは見逃さな
いように検査に繋げ
ていくことが大切！
また職員は出勤前
に必ず健康観察を
実施しよう！



食堂利用方法の工夫

食事は密にならないよう
グループ分けにしている。

食事のとり方を手順化
して表示、パーテンショ
ンは斜めにして距離を
保てるようにしている。

食堂の利用方法
①手指消毒。
②座席表に名前を書く。
（座席の履歴がわかる）
③ティッシュの上に
マスクを置く。
④手指消毒。
⑤黙食。

職員の休憩室は使用方法を
ルール化して表示していた。

パーテーション越しに座り、
清掃は１日2回 高頻度接触面の
消毒は1日4～5回行っている。

1階の食堂は大きい
テーブルにアクリル板を
設置して、テーブルに2
名の利用制限して、そ
れ以上にならないよう
その都度利用者を呼ぶ
システムになっている。

各施設で様々な工夫を行い対策を
実施している。あるものを使って
できることを行っていくって凄い！

みんなで知恵を持ち
寄って出来ることを実践
していくって大事だね。。



陽性者が出たときはショートスティユニットに移動し
すぐに隔離出来るよう物品も準備されていた。
感染症対策用ショートスティユニットへの移動が速やかに
出来るようマニュアル整備とシュミレーションが出来ていた
ところが凄い！

初動セット・Ⅰ

※２階と３階のどちらのフロアで
陽性者が出ても直ぐに初動体
制が取れるように新型コロナウ
イルス感染症対策セットが予め
用意されていた。

※「陽性者が出ると隔離・ゾー
ニング・検査など想像していた
よりもやることが多く大変になる
ため、職員と入居者様を守るた
めにすぐにどこでも防護が出来
るように用意しています」と話さ
れていた。

ショートスティユニットPPE備蓄室

感染発覚時に活用できる防護具管理の工夫！



ひとつの部屋に感染対策物品がいつでも使えるように準備されている

こちらの施設では
新型コロナウイルス感染症
の初動セット用テントは脱
衣スペースとして利用し、
大型パーテーションを
ゾーニング用として移動さ
せて利用しゾーニングを行
い初動セット(防護具)を並
べて完成させる。
このアイディアって凄い！

初動セット・Ⅱ

初動セット用テント

大型パーテンション



個人防護具の選択について情報共有を行うフローの活用

防護具の選択

施設内で個人防護具の選択方法は統一して共有しておくこと
がとても大切。着脱手順も合わせて共通認識しておきましょう！

個人防護具の着用例

みんなの知恵と工夫で
対策して、コロナに強い
施設を目指そう！

利用者との直接の接
触がない
(直接触れない)

利用者との接触がある
(触れることが多い介助)

・おむつ交換
・更衣介助
・食事介助
・清拭
・入浴介助

など

・口腔ケア
・むせ込みが
多い方への
食事介助

など

・配薬
・配膳
など

利用者との接触がある
(飛沫が多い介助)


